










































































































































































14 キャリア教育プログラムの実施 作成したプログラムを学部 1年生に実施

















































































15 まとめと振り返り 授業の振り返り、2分間スピーチ、CAVT回答（第 3回）




（第 1回：2016年 4月、第 2回：2016年 7月ま
たは 9月、第 3回：2017年 1月）
● 2017年度
（第 1回：2017年 4月、第 2回：2017年 7月ま
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る。第 1 回（4 月）では、アクション 8 点、ビジ
ョン 8 点であった。第 2 回（9 月）ではアクショ
ン 12 点、ビジョン 11 点であった。第 1 回から第
2 回にかけてプロットは右上方向にやや移動して
いる。すなわち、アクション、ビジョンともに上
昇したのが分かる。第 3 回（1 月）では、アクシ






に振り返っているのであろうか。第 2 回（9 月）
の振り返りと、第 3 回（1 月）の振り返りの内容 
注 3）を表 3 に示す。 
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ては、伸びてはいるものの主観的にはまだ行動は
できていないので、これから行動していきたいと









図 2 女性A のプロットシート 
 
表 3 女性A の振り返り 
第 2 回（9 月） 
の振り返り 
第 1 回から第 2 回の変化について 
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図 3 女性B のプロットシート 
 
表 4 女性B の振り返り 
第 2 回（7 月） 
の振り返り 
第 1 回から第 2 回の変化について 







第 3 回（1 月） 
の振り返り 
第 2 回から第 3 回の変化について 
（アクション：25 点⇒17 点、ビジョン：22 点⇒23 点） 







































トの枠組みを活用して、第 1回、第 2回、第 3回
のアクション得点とビジョン得点の散布図を示す





図 4　アクション得点、ビジョン得点の散布図（左：第1回、中：第 2回、右：第 3回）
《掲載文の種類》 















シートの枠組みを活用して、第 1 回、第 2 回、第
3 回のアクション得点とビジョン得点の散布図を






























の前後の 2 時点比較（9 月と 1 月）ではなく、前
期の「キャリアサポート事前指導」の授業開始時
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Appendix プロットシート 
 







第 1 回測定用 







項目 2、4、6、8、10、12 の合計 ⇒      点  （アクションの合計得点） 
 
項目 1、3、5、7、9、11 の合計 ⇒      点  （ビジョンの合計得点） 
  
                                                  



































1 将来のビジョンを明確にする 1 … 2 … 3 … 4 … 5
2 学外の様々な活動に熱心に取り組む 1 … 2 … 3 … 4 … 5
3 将来の夢をはっきりさせ目標を立てる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
4 尊敬する人に会える場に積極的に参加する 1 … 2 … 3 … 4 … 5
5 将来、具体的に何をやりたいかを見つける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
6 人生に役立つスキルを身につける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
7 将来に備えて準備する 1 … 2 … 3 … 4 … 5
8 様々な人に出会い人脈を広げる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
9 将来のことを調べて考える 1 … 2 … 3 … 4 … 5
10 何ごとにも積極的に取り組む 1 … 2 … 3 … 4 … 5
11 自分が本当にやりたいことを見つける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
12 様々な観点から物事を見られる人間になる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
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第 2 回測定用 







項目 2、4、6、8、10、12 の合計 ⇒      点  （アクションの合計得点） 
 





































1 将来のビジョンを明確にする 1 … 2 … 3 … 4 … 5
2 学外の様々な活動に熱心に取り組む 1 … 2 … 3 … 4 … 5
3 将来の夢をはっきりさせ目標を立てる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
4 尊敬する人に会える場に積極的に参加する 1 … 2 … 3 … 4 … 5
5 将来、具体的に何をやりたいかを見つける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
6 人生に役立つスキルを身につける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
7 将来に備えて準備する 1 … 2 … 3 … 4 … 5
8 様々な人に出会い人脈を広げる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
9 将来のことを調べて考える 1 … 2 … 3 … 4 … 5
10 何ごとにも積極的に取り組む 1 … 2 … 3 … 4 … 5
11 自分が本当にやりたいことを見つける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
12 様々な観点から物事を見られる人間になる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
04_田澤（1）_Vol16-1.indd   99 18/11/19   15:46
100
タイトル（柱） 
生涯学習とキャリアデザイン - 15 -
第 3 回測定用 







項目 2、4、6、8、10、12 の合計 ⇒      点  （アクションの合計得点） 
 





































1 将来のビジョンを明確にする 1 … 2 … 3 … 4 … 5
2 学外の様々な活動に熱心に取り組む 1 … 2 … 3 … 4 … 5
3 将来の夢をはっきりさせ目標を立てる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
4 尊敬する人に会える場に積極的に参加する 1 … 2 … 3 … 4 … 5
5 将来、具体的に何をやりたいかを見つける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
6 人生に役立つスキルを身につける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
7 将来に備えて準備する 1 … 2 … 3 … 4 … 5
8 様々な人に出会い人脈を広げる 1 … 2 … 3 … 4 … 5
9 将来のことを調べて考える 1 … 2 … 3 … 4 … 5
10 何ごとにも積極的に取り組む 1 … 2 … 3 … 4 … 5
11 自分が本当にやりたいことを見つける 1 … 2 … 3 … 4 … 5
12 様々な観点から物事を見られる人間になる 1 … 2 … 3 … 4 … 5








を塗りつぶしてください。そして、その付近に「第 1 回」「第 2 回」「第 3 回」というように該当す
る回を記入してください。 







































第2回 第 1 回（アクションの合計 21 点、ビジョンの合計 15 点）
第 2 回（アクションの合計 23 点、ビジョンの合計 20 点）




Improvement in Career consciousness 
through an Experience-type subject at University
― Focusing on “Career Support Training” course ―
　Changes	 in	 career	 consciousness	 of	
university	 students	 resulting	 from	 a	 “Career	
Support	 Training”	 course,	 which	 is	 an	
experience-type	 subject,	 were	 examined.	
University	 students	 (N=155)	 that	 took	 the	
course	responded	to	the	Career	Action-Vision	
Test	 (CAVT,	 Shimomura	 et	 al.,	 2013)	 in	 the	
early,	 middle,	 and	 latter	 period.	 The	 results	
indicated	 that	 both	 CAVT	 action	 and	 vision	
scores	 increased	 signiﬁcantly	 from	 the	 early	
to	 the	 middle,	 and	 from	 the	 middle	 to	 the	
latter	 period.	Moreover,	 examples	 of	 practice	
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